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会長 斉藤 博司 

来週の例会は丸山ガバナーの公式訪問になります。Ｃ

ＬＰの関係により前年度までとは違った公式訪問になる

と思います。 

そこで来客時の心得のひとつとして「反（かえ）りて己に

求む」 礼を尽くしても相手がそれに応じなければ、相手

を尊敬する気持ちが自分にあったかどうか反省せよ！ 

導いても相手が従わなければ、英知を持って導いたか

どうか反省せよ。「努力しても報いられなければ、すべて

を反省して原因を自分の中に求めるべきです。わが身

を反省してやましくなければ気分は晴朗、万人が反対し

ても一人で進んでいけ」反省心は勇気や行動力の原動

力である。相手の対応がおかしいからといって、すぐに

相手の非を言い立てるのは早計である。大声で相手の

非を咎めたら、同じ非を自分が犯してしまうことになる。

また、「賢者には賢者の人脈あり」まともな人脈をもてる

だけの人格と実績を身につけたいものです。 

本日はクラブ協議会です。高塚委員長力作のクラブ細

則が総仕上げの段階に近づいております。皆様による

検討をよろしくお願いいたします。 

 

幹事  井上 英幸 

 本日のプログラムは、細則検討委員会によりますＣＬ

Ｐについての最終提案を行います。 

 来週 12 日のガバナー公式訪問は、11:00～会長・会

長エレクト・幹事・各理事、ガバナーをお迎えしての懇

談会。12:00～全員参加による食事開始となります。

例会は通常通り 12:30～、ガバナー卓話です。 

 

 

和田次彦会員 先週 無断欠席してしまいました。許し

てください！ 

井上英幸会員 メッパの治療投薬が無料となりましたの

で、その薬代をニコニコ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
クラブ協議会会長挨拶 

細則検討委員会委員長 高塚 信和 

当クラブＣＬＰについて、8 月から草案作りをしてき

たものについて説明があり、質疑を行い、承認を得

ました。 

 

１． より高いレベルへのクラブ運営のための骨子

として新しく 5 つの常任委員会を構成し、従来

の 3 大奉仕委員会は小委員会とした。 

このことは、できるだけ会員全員が企画参加で

きるようにを目的としています。 

 

２． プログラムを重点的に扱う小委員会を構成す

ることにより、クラブ運営が円滑化すると思い

ます。規約改正・地域へＲＣのＰＲ・新入会員

へのオリエンテーションなどを行い、また各小

委員会の活動の継続性を図るためには、可能で

あれば 3 年間ぐらいの任期での任命を目標とし

ます。 

 

３． 退会の防止も最大のテーマとして取り組んで

いきますが、会長を中心として実施することに

なります。 

幹事報告 

 

４． 小委員会同士の連携も必要とします 

 

５． 会員参加型の運営を目指しますので、今後は、

各月第 1 例会はクラブ協議会をプログラムとし、

周知徹底もします。 

ニコニコ BOX  

以上のことから具体策として、以下のことを実行す

る。 

①会員を委員会にどう振り分けるか？ 

②オリエンテーションを開催し、「ロータリーと

は？」を勉強する。 

③ＲＣの活動をどう進めるか？ 
■■■理事会通信■■■ 

 10 月 5 日のＩ・Ｍについて 

案内を受けたＩＭ要項では全員参加とはならな

いため、再度ガバナー補佐に申し入れし、最終

的に会長・幹事会で検討されるべきである。 

 10 月 14 日の地区大会登録について 

参加者を限定することなく、9 月 12 日に会員全

員に参加の有無をとることにします。 

④クラブ細則の改正 

⑤慶弔内規の制定 

⑥事務局員内規の制定 

 

 

 


